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    ねらいや効果 

 消費者と生産者の交流を進め、農を取り入れ、自然と親しみ

のある豊かな生活を広めます。また、市民全体で環境に優しい

農業を進め、日進の農業を守っていくことをめざします。キー

ワードは、市民参加、環境配慮、食の安全、地産地消、農業支

援です。 

 

    具体的な進め方 

 １）遊休農地の有効利用方法を探る 

① 先進事例の調査と日進市での適用可能性の研究 

     ② 市街地内の耕作放棄地の利活用 

     ③ 市民農園・体験農園の拡大 
 
 ２）環境にやさしいモデル体験農園を開く 

        ① 環境にやさしい農業をめざしたモデル体験農園の開設 

     ② 稲刈り・収穫祭などの体験イベントの実施 

     ③ モデル体験農園の経営手法の蓄積と各種体験農園の拡大 
 
 ３）環境保全型農業の活性化をはかる 

     ① 生産技術の調査研究 

     ② 農業的収入の調査研究 

③ 農地の貸し借り制度の構築と情報交換の支援 

④ 農家の農作業支援制度の検討 
 
 ４）農業公園を創り育む 

     ① 市民参加による農業公園整備計画の策定 

     ② 農業公園の整備（順次拡大） 

     ③ 農業公園運営の民間活用の研究と実施 

     ④ 農業交流イベントの定期開催 

農業公園プロジェクト 

１ 
［何のために？］ 

２ 
［何をいつどのように？］ 

緑－Ｄ．農のある暮らし Project No.４ 

関連する環境指標（詳細は資料編参照） 

 休耕田の面積、市民菜園区画数、 

 農のある暮らし実施者数 
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    実施場所 

   日進市全域の農地、赤池のモデル農園 

  

    取組主体と関係者の役割 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    備 考 

★農業支援センター ★販売（地産） ★家畜
・情報発信 ・農産物直売所 ・ヤギ飼育による草の除草
・農業講座　・環境教育 ・特産品開発 ・鶏の飼育による鶏糞利用
・農業体験指導者育成 ・生産物加工場 　と卵生産と残飯処理
・農業の担い手育成 ・品評会
・貸し農園窓口
・農地対策づくり ★みどりいっぱい

・畑の通りに統一した
　花を植え季節を楽しむ

★ほ場 ・菜の花を植えて油の収穫
・果樹　　　・穀類 ・憩いの場 ・緑の相談所
・野菜園　　・薬草園 ・散歩やのんびり過ごす場
・ハーブ園　・花・苗木園 ・高齢者の生きがいの場
・温室（ラン等南洋植物） ・環境にやさしい ★堆肥センター
・市民菜園 ・滞在型農園 　　・交流の場 ・刈草と剪定枝木の堆肥化
・実験農場、体験農園 　　・楽しむ場 ・生ごみ分別による堆肥化
・長期滞在型農園 ・木炭や草木灰づくりと
・育苗センター 　土壌改良利用
・野菜種子の配布
・バラ園　花・桜の広場

★地消 ★イベント
・憩いのレストラン ・田植え　　・収穫祭

★福祉 ・食と暮らしの健康教室 ・田んぼでドッジボール
・障害者、高齢者の ・フラワー教室 ・わら細工　・雑草紙すき
　働き口の確保 ・学校給食への供給 ・ハーブ染めなど草木染め教室

目的・ねらい

 

 

４ 
［誰が誰と何を？］ 

市民（滞在者等を含む） 

◆ プロジェクトへの参画 
◇ 農のある暮らしの実践 

事業者（農家・農協） 

◆ 農地の保全・提供 

◆ 環境にやさしい農業の振興 

市（行政） 

◆ 環境にやさしい農業の振興 

◆ 農地法等の規制対応 

◆ 農業公園の整備 

◆ 取組主体への支援 

 

市職員 
◇ 専門分野での支援 

教育機関  
◇ 農業体験学習の実践 

取組主体 市民団体（地域自治組織、環境パートナーシップ組織、ＮＰＯ法人） 
     市民（関心のある市民） 

事業者（農家、農協） 
     市（産業振興課） 

５ 
［補足は？］ 

注）◆：取組主体としての役割、◇：関係者としての役割 

３ 
［どこで？］ 

市民団体 

◆ 市民プロジェクトの推進 
◆ 農地の借入・貸出 
◇ イベントの企画協力 

▲ 農業公園の機能（案） 


	■計画案－p12-27重点プロジェクト１～８
	7/16
	8/16


